
(57)【要約】

【課題】従来の有鉛ハンダを使用している太陽電池では

、有鉛ハンダを無鉛ハンダへ変更した場合、裏面集電電

極とインターコネクタの接着後や、裏面集電電極とイン

ターコネクタとのハンダ溶着部分からセルの割れやイン

ターコネクタのハガレが発生し、太陽電池セルの性能お

よび品質に悪影響を与えるという課題があった。

【解決手段】無鉛ハンダ処理をした際にハンダの付着量

を確保する構成によりセルの割れやインターコネクタの

ハガレが発生しない太陽電池セルを提供するものである

。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
結 晶 シ リ コ ン 基 板 の 受 光 面 側 に 順 次 、 拡 散 層 、 反 射 防 止 膜 が 積 層 さ れ 、 同 結 晶 シ リ コ ン 基
板 の 裏 面 側 に 、 順 次 当 該 結 晶 シ リ コ ン 基 板 と 同 伝 導 型 の 裏 面 電 界 層 、 裏 面 電 極 が 積 層 さ れ
、 か つ 、 前 記 受 光 面 側 に 、 光 起 電 力 を 収 集 す る た め の バ ス バ ー 電 極 と そ の 各 バ ス バ ー 電 極
に 対 し 直 角 に 一 定 間 隔 で 配 列 さ れ た 複 数 本 の 細 い グ リ ッ ド 電 極 で 形 成 さ れ る 表 面 集 電 電 極
と 、 前 記 裏 面 側 に 表 面 集 電 電 極 に 対 し 、 反 対 極 性 で 形 成 さ れ る 裏 面 集 電 電 極 と か ら な る 太
陽 電 池 セ ル に お い て 、 裏 面 集 電 電 極 の ハ ン ダ 被 覆 処 理 が 無 鉛 ハ ン ダ に て 構 成 さ れ 、 前 記 裏
面 集 電 電 極 の 線 幅 が 、 溶 接 す る イ ン タ ー コ ネ ク タ の 幅 よ り も 広 く 、 か つ 均 一 な 線 幅 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 太 陽 電 池 セ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
裏 面 集 電 電 極 へ 溶 接 す る イ ン タ ー コ ネ ク タ 端 部 の 位 置 が 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ 長 手 方 向 の 前
記 裏 面 集 電 電 極 端 部 か ら ５ ． ０ ｍ ｍ 以 上 の 間 隔 を 設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載
の 太 陽 電 池 セ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
裏 面 集 電 電 極 の 外 部 接 続 へ の 出 口 部 分 近 傍 の 線 幅 が 広 く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 太 陽 電 池 セ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
裏 面 集 電 電 極 へ 溶 接 す る イ ン タ ー コ ネ ク タ 端 部 の 位 置 が 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ 長 手 方 向 の 前
記 裏 面 集 電 電 極 端 部 か ら ５ ． ０ ｍ ｍ 以 上 の 間 隔 を 設 け 、 か つ 前 記 裏 面 集 電 電 極 の 外 部 接 続
へ の 出 口 部 分 近 傍 の 線 幅 が 広 く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 太 陽 電 池
セ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
裏 面 集 電 電 極 へ 溶 接 す る イ ン タ ー コ ネ ク タ の 厚 み が １ ０ ０ μ m以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ い ず れ か に 記 載 の 太 陽 電 池 セ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 無 鉛 ハ ン ダ に て 裏 面 電 極 を 被 覆 さ れ た 太 陽 電 池 セ ル と イ ン タ ー コ ネ ク タ と の
ハ ン ダ 溶 着 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ハ ン ダ 処 理 に つ い て は 、 た と え ば 、 特 許 文 献 １ で 開 示 し て い る 太 陽 電 池 及 び そ の
製 造 方 法 に お い て 、 コ レ ク タ ー 電 極 に ハ ン ダ た ま り 部 を 形 成 す る こ と に よ り 、 ハ ン ダ の 付
着 量 を 増 加 さ せ る イ ン タ ー コ ネ ク タ の 接 着 強 度 手 段 等 が 知 ら れ て い た 。 昨 今 ハ ン ダ は 接 合
材 料 と し て 使 わ れ て い る が 、 ハ ン ダ に 含 ま れ る 鉛 が 生 態 系 や 人 体 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と が
近 年 指 摘 さ れ て き た た め 、 電 子 部 品 や 半 導 体 部 品 な ど は 、 ハ ン ダ の 無 鉛 化 が 進 め ら れ て お
り 、 太 陽 電 池 に お い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 従 来 の 太 陽 電 池 の ハ ン ダ 処 理 に つ い て 図 ６ に 基 づ い て 説 明 を す る 。 図 ６ は 従 来 型
太 陽 電 池 セ ル に イ ン タ ー コ ネ ク タ を ハ ン ダ 溶 着 し た 状 態 を 示 す 裏 面 側 の 平 面 図 で あ る 。 図
６ に 示 す よ う に 、 従 来 型 裏 面 集 電 電 極 １ ０ ２ の 線 幅 は 、 線 幅 が 狭 い 部 分 を 有 し た 構 成 で あ
っ た が 、 こ の ハ ン ダ 被 覆 処 理 は 有 鉛 ハ ン ダ で お こ な っ て い た た め 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４
の 取 付 に よ る 割 れ ・ ハ ガ レ と い っ た 問 題 は 発 生 し な か っ た が 、 無 鉛 ハ ン ダ を 使 用 し た 場 合
に は 、 従 来 型 裏 面 集 電 電 極 １ ０ ２ の 形 状 の 線 幅 が 細 い 部 分 で は 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ を
接 着 し た 場 合 に 端 部 の 強 度 が 弱 く ハ ガ レ が 発 生 す る ケ ー ス も あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ８ ４ ０ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 有 鉛 ハ ン ダ を 使 用 し て い る 太 陽 電 池 で は 、 太 陽 電 池 セ ル に お け る 集 電 電 極 と セ ル
同 士 を 連 結 す る イ ン タ ー コ ネ ク タ と を 有 鉛 ハ ン ダ 溶 着 に て 接 着 さ せ て い る 。 そ し て 、 有 鉛
ハ ン ダ を 無 鉛 ハ ン ダ へ 変 更 し た 場 合 、 裏 面 集 電 電 極 と イ ン タ ー コ ネ ク タ の 接 着 後 や 、 裏 面
集 電 電 極 と イ ン タ ー コ ネ ク タ と の ハ ン ダ 溶 着 部 分 か ら セ ル の 割 れ や イ ン タ ー コ ネ ク タ の ハ
ガ レ が 発 生 し 、 太 陽 電 池 セ ル の 性 能 お よ び 品 質 に 悪 影 響 を 与 え る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 無 鉛 ハ ン ダ 処 理 の た 際 に ハ ン ダ の 付 着 量
を 確 保 す る 構 成 に よ り セ ル の 割 れ や イ ン タ ー コ ネ ク タ の ハ ガ レ が 発 生 し な い 太 陽 電 池 セ ル
を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 は 、 結 晶 シ リ コ ン 基 板 の 受 光 面 側 に 順 次 、 拡 散 層 、 反 射 防 止 膜 が
積 層 さ れ 、 同 結 晶 シ リ コ ン 基 板 の 裏 面 側 に 、 順 次 当 該 結 晶 シ リ コ ン 基 板 と 同 伝 導 型 の 裏 面
電 界 層 、 裏 面 電 極 が 積 層 さ れ 、 か つ 、 前 記 受 光 面 側 に 、 光 起 電 力 を 収 集 す る た め の バ ス バ
ー 電 極 と そ の 各 バ ス バ ー 電 極 に 対 し 直 角 に 一 定 間 隔 で 配 列 さ れ た 複 数 本 の 細 い グ リ ッ ド 電
極 で 形 成 さ れ る 表 面 集 電 電 極 と 、 前 記 裏 面 側 に 表 面 集 電 電 極 に 対 し 、 反 対 極 性 で 形 成 さ れ
る 裏 面 集 電 電 極 と か ら な る 太 陽 電 池 セ ル に お い て 、 裏 面 集 電 電 極 の ハ ン ダ 被 覆 処 理 が 無 鉛
ハ ン ダ に て 構 成 さ れ 、 前 記 裏 面 集 電 電 極 の 線 幅 が 、 溶 接 す る イ ン タ ー コ ネ ク タ の 幅 よ り も
広 く 、 か つ 均 一 な 線 幅 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 太 陽 電 池 セ ル に お い て 、 裏 面 集 電 電 極 へ 溶 接
す る イ ン タ ー コ ネ ク タ 端 部 の 位 置 が 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ 長 手 方 向 の 裏 面 集 電 電 極 端 部 か ら
５ ． ０ ｍ ｍ 以 上 の 間 隔 を 設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 太 陽 電 池 セ ル に お い て 、 裏 面 集 電 電 極 の 外 部
接 続 へ の 出 口 部 分 近 傍 の 線 幅 が 広 く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 太 陽 電 池 セ ル に お い て 、 裏 面 集 電 電 極 へ 溶 接
す る イ ン タ ー コ ネ ク タ 端 部 の 位 置 が 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ 長 手 方 向 の 裏 面 集 電 電 極 端 部 か ら
５ ． ０ ｍ ｍ 以 上 の 間 隔 を 設 け 、 か つ 前 記 裏 面 集 電 電 極 の 外 部 接 続 へ の 出 口 部 分 近 傍 の 線 幅
が 広 く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ い ず れ か に 記 載 の 太 陽 電 池 セ ル に お い
て 、 裏 面 集 電 電 極 へ 溶 接 す る イ ン タ ー コ ネ ク タ の 厚 み （ 銅 厚 ） が １ ０ ０ μ m以 下 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 の 説 明 か ら 本 発 明 に よ れ ば 、 裏 面 集 電 電 極 を 無 鉛 ハ ン ダ に て 被 覆 処 理 し た 太 陽 電 池
セ ル へ の イ ン タ ー コ ネ ク タ 溶 着 後 や 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ を 溶 着 さ せ た 太 陽 電 池 セ ル に 発 生
す る 割 れ や ハ ガ レ を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 は 、 太 陽 電 池 セ ル に お い て 裏 面 集 電 電 極 の ハ ン ダ 被 覆 処 理 が
無 鉛 ハ ン ダ に て 構 成 さ れ 、 前 記 裏 面 集 電 電 極 の 線 幅 が 、 溶 接 す る イ ン タ ー コ ネ ク タ の 幅 よ
り も 広 く 、 か つ 均 一 な 線 幅 で あ る 構 成 と し た も の で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 接 着 面 積 が 拡
大 し 、 裏 面 集 電 電 極 と イ ン タ ー コ ネ ク タ の ハ ン ダ 接 着 部 分 の ハ ン ダ 付 着 量 を 増 加 し て 、 接
着 強 度 を 向 上 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 太 陽 電 池 セ ル に お い て 、 裏 面
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集 電 電 極 へ 溶 接 す る イ ン タ ー コ ネ ク タ 端 部 の 位 置 が 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ 長 手 方 向 の 裏 面 集
電 電 極 端 部 か ら ５ ． ０ ｍ ｍ 以 上 の 間 隔 を 設 け て 溶 接 す る 構 成 と し た も の で あ る 。 こ れ に よ
り 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ の 線 端 部 で の ハ ン ダ の 強 度 不 足 等 の 問 題 を 避 け て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 太 陽 電 池 セ ル に お い て 、 裏 面
集 電 電 極 の 外 部 接 続 へ の 出 口 部 分 近 傍 の 線 幅 が 広 い 構 成 と し た も の で あ る 。 こ の 構 成 に よ
り 、 最 も 強 度 の か か る 裏 面 集 電 電 極 の 出 口 部 分 近 傍 の ハ ン ダ 付 着 量 を 増 加 し て 、 接 着 強 度
を 向 上 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 太 陽 電 池 セ ル に お い て 、 裏 面 集 電
電 極 へ 溶 接 す る イ ン タ ー コ ネ ク タ 端 部 の 位 置 が 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ 長 手 方 向 の 裏 面 集 電 電
極 端 部 か ら ５ ． ０ ｍ ｍ 以 上 の 間 隔 を 設 け 、 か つ 前 記 裏 面 集 電 電 極 の 外 部 接 続 へ の 出 口 部 分
近 傍 の 線 幅 が 広 い 構 成 と し た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ の 線 端 部 で の ハ
ン ダ の 強 度 不 足 等 の 問 題 を 解 決 し 、 か つ 裏 面 集 電 電 極 の 出 口 部 分 近 傍 の ハ ン ダ 付 着 量 を 増
加 し て 接 着 強 度 を 向 上 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ か ら 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 太 陽 電 池 セ ル に お い
て 、 表 面 集 電 電 極 と 裏 面 集 電 電 極 へ 溶 接 す る イ ン タ ー コ ネ ク タ の 厚 み （ 銅 厚 ） が １ ０ ０ μ
m以 下 の 構 成 と し 、 温 度 負 荷 に よ る イ ン タ ー コ ネ ク タ 内 部 の 銅 板 の 伸 縮 を 緩 和 さ せ る よ う
に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 本 発 明 の 実 施 例 １ に つ い て 、 図 １ か ら 図 ２ に 基 づ い て 説 明 を お こ な う 。 図 １ は 本 発 明 の
実 施 例 １ に て 太 陽 電 池 セ ル に イ ン タ ー コ ネ ク タ を ハ ン ダ 溶 着 し た 裏 面 側 の 状 態 を 示 す 平 面
図 、 図 ２ は 図 1の 太 陽 電 池 セ ル １ １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 太 陽 電 池 セ ル １ １ の 裏 面 に は 裏 面 電 極 １ ３ と 裏 面 集 電 電 極 １ ２ が ２
本 そ れ ぞ れ 印 刷 さ れ 、 そ の 裏 面 集 電 電 極 １ ２ の 表 面 は ハ ン ダ 被 覆 さ れ て い る 。 そ し て 、 裏
面 集 電 電 極 １ ２ の 線 幅 は 、 太 陽 電 池 セ ル 同 士 を 接 続 す る イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ の 線 幅 の 左
右 に 一 定 の 幅 を 設 け た 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 図 ２ は 図 １ の 太 陽 電 池 セ ル １ １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。 結 晶 シ リ コ ン 基 板 ２ １ の
受 光 面 側 に 順 次 、 拡 散 層 ２ ２ 、 反 射 防 止 膜 ２ ３ が 積 層 さ れ 、 同 結 晶 シ リ コ ン 基 板 の 裏 面 側
に 、 順 次 当 該 結 晶 シ リ コ ン 基 板 ２ １ と 同 伝 導 型 の 裏 面 電 界 層 ２ ４ 、 裏 面 電 極 １ ３ が 積 層 さ
れ 、 か つ 、 前 記 受 光 面 側 に 、 光 起 電 力 を 収 集 す る た め 表 面 集 電 電 極 ２ ５ と 、 前 記 裏 面 側 に
、 表 面 集 電 電 極 ２ ５ に 対 し 反 対 極 性 で 形 成 さ れ る 裏 面 集 電 電 極 １ ２ と か ら な り 、 そ の 裏 面
集 電 電 極 １ ２ の 線 幅 は 、 前 記 イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ の 線 幅 の 左 右 に 一 定 の 幅 を 設 け て い る
。 そ し て 、 裏 面 集 電 電 極 １ ２ の ハ ン ダ 被 覆 処 理 ２ ８ 上 に ハ ン ダ 溶 着 に て イ ン タ ー コ ネ ク タ
１ ４ が 取 付 け ら れ た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ の 取 り 付 け は 、 太 陽 電 池 セ ル １ １ を 加 熱 し 、 そ の ハ ン ダ を 溶
か し 、 溶 け た ハ ン ダ の 上 に 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ を 置 い て 加 圧 す る こ と で 接 着 さ れ る 際
、 イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ の 線 幅 の 左 右 に も ハ ン ダ を 付 着 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の た め 、 セ ル の 割 れ や イ ン タ ー コ ネ ク タ の ハ ガ レ の 原 因 の 一 つ と 考 え ら れ る 温 度 負 荷
に よ る イ ン タ ー コ ネ ク タ の 伸 縮 が 発 生 し て も 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ を 接 着 し た 時 に 長 手
方 向 の 両 端 面 の ハ ン ダ 付 着 量 が 増 加 し て い る た め 、 接 着 強 度 が 向 上 し 、 割 れ や ハ ガ レ を 抑
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制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 つ ま り 、 従 来 の 有 鉛 ハ ン ダ と 無 鉛 ハ ン ダ を 比 べ る と 、 有 鉛 ハ ン ダ の ほ う が 柔 ら か い 性 質
を 持 っ て い る た め 、 ハ ン ダ 接 着 面 積 が 少 な く て も 十 分 な 接 着 力 を 確 保 で き て い た 。 し か し
、 ハ ン ダ が 無 鉛 ハ ン ダ の 場 合 に は 、 有 鉛 ハ ン ダ に 比 べ て 、 硬 く も ろ い 性 質 を 持 っ て い る た
め 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ の 伸 縮 に よ る 応 力 が 吸 収 で き ず 、 結 晶 シ リ コ ン 基 板 ２ １ へ ダ メ
ー ジ を 与 え る た め セ ル 割 れ や ハ ガ レ 発 生 に 対 し て ハ ン ダ 付 着 量 を 確 保 す る 構 成 と し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 実 施 例 ２ は 、 実 施 例 １ と 裏 面 集 電 電 極 １ ２ に イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ を 取 り 付 け る 位 置 が
相 違 し 、 実 施 例 １ で 説 明 し た も の と 同 じ 記 号 等 は 省 略 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に て 太 陽 電 池 セ ル に イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ を ハ ン ダ 溶 着 し た 状
態 を 示 す 裏 面 側 の 平 面 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ を 裏 面 集 電 電
極 １ ２ に 取 り 付 け る 位 置 を 、 裏 面 集 電 電 極 １ ２ の 端 部 か ら ５ ． ０ ｍ ｍ 以 上 Ｌ １ の 間 隔 を 設
け て 接 着 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 裏 面 集 電 電 極 １ ２ の 端 部 か ら の セ ル の 割 れ や イ ン タ ー コ ネ ク タ の ハ ガ レ の
原 因 の 一 つ と 考 え ら れ る 温 度 負 荷 に よ る イ ン タ ー コ ネ ク タ の 伸 縮 が 発 生 し た 場 合 で も 、 イ
ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ の 端 部 と 裏 面 集 電 電 極 １ ２ の 端 部 が 離 れ た 位 置 に あ る た め 、 応 力 が 分
散 さ れ 、 か つ ハ ン ダ 付 着 量 の 増 加 に よ り 、 接 着 強 度 も 向 上 す る た め 、 割 れ や ハ ガ レ を 抑 制
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 実 施 例 ３ は 、 実 施 例 １ と 裏 面 集 電 電 極 １ ２ に 対 し て 出 口 部 分 が 拡 大 し た 出 口 拡 大 部 ４ ２
の 構 成 が 相 違 し た も の で あ り 、 実 施 例 １ で 説 明 し た も の と 同 じ 記 号 等 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ に て 太 陽 電 池 セ ル に イ ン タ ー コ ネ ク タ を ハ ン ダ 溶 着 し た 状 態 を
示 す 裏 面 側 の 平 面 図 で あ る 。 図 ４ に 示 す 裏 面 集 電 電 極 １ ２ の 出 口 拡 大 部 ４ ２ は 、 イ ン タ ー
コ ネ ク タ １ ４ を 外 部 接 続 に 取 り 出 す 出 口 側 で 、 裏 面 集 電 電 極 １ ２ の 一 部 の 線 幅 が 出 口 近 傍
で 左 右 に 拡 張 さ れ た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ の 裏 面 集 電 電 極 １ ２ の 出 口 拡 大 部 ４ ２ で は 、 セ ル の
割 れ や イ ン タ ー コ ネ ク タ の ハ ガ レ の 原 因 と 考 え ら れ る 温 度 負 荷 に よ る イ ン タ ー コ ネ ク タ の
伸 縮 が 発 生 し た 場 合 で も 、 拡 大 し た 部 分 へ の ハ ン ダ 付 着 量 が 増 加 し て 接 着 強 度 が 向 上 す る
た め 、 割 れ や ハ ガ レ を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 実 施 例 ４ ）
　 実 施 例 ４ は 、 実 施 例 １ と 裏 面 集 電 電 極 １ ２ に イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ を 取 り 付 け る 位 置 お
よ び 裏 面 集 電 電 極 １ ２ に 対 し て 出 口 部 分 が 拡 大 し た 出 口 拡 大 部 ４ ２ の 構 成 が 相 違 し た も の
で あ り 、 実 施 例 １ で 説 明 し た も の と 同 じ 記 号 等 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 例 ４ に て 太 陽 電 池 セ ル に イ ン タ ー コ ネ ク タ を ハ ン ダ 溶 着 し た 状 態 を
示 す 裏 面 側 の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に お い て 解 決 し よ う と す る 課 題 に 対 し 、 最 も 有 効 な 実 施 例 を 示 し た 太 陽
電 池 セ ル 裏 面 側 の 平 面 図 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に イ ン タ ー コ ネ ク タ １ ４ の 取 付 位 置 が 、
裏 面 集 電 電 極 １ ２ の 端 部 か ら ５ ． ０ ｍ ｍ 以 上 Ｌ １ の 間 隔 を 設 け て 接 着 を 行 い 、 併 せ て イ ン
タ ー コ ネ ク タ １ ４ が 外 部 接 続 す る 側 の 裏 面 集 電 電 極 １ ２ の 一 部 の 線 幅 が 大 き く 拡 大 さ れ た
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形 状 と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 裏 面 集 電 電 極 １ ２ の 両 側 の 端 部 に お い て 、 割 れ や ハ ガ レ
を 抑 制 で き る 構 成 と し た も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 は 、 プ リ ン ト 基 板 の ハ ン ダ 処 理 に も 展 開 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に て 太 陽 電 池 セ ル に イ ン タ ー コ ネ ク タ を ハ ン ダ 溶 着 し た 状 態 を
示 す 裏 面 側 の 平 面 図
【 図 ２ 】 同 図 １ の 太 陽 電 池 セ ル １ １ の Ａ － Ａ 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に て 太 陽 電 池 セ ル に イ ン タ ー コ ネ ク タ を ハ ン ダ 溶 着 し た 状 態 を
示 す 裏 面 側 の 平 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に て 太 陽 電 池 セ ル に イ ン タ ー コ ネ ク タ を ハ ン ダ 溶 着 し た 状 態 を
示 す 裏 面 側 の 平 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に て 太 陽 電 池 セ ル に イ ン タ ー コ ネ ク タ を ハ ン ダ 溶 着 し た 状 態 を
示 す 裏 面 側 の 平 面 図
【 図 ６ 】 従 来 の 太 陽 電 池 セ ル に イ ン タ ー コ ネ ク タ を ハ ン ダ 溶 着 し た 状 態 を 示 す 裏 面 側 の 平
面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ １ 　 太 陽 電 池 セ ル
　 １ ２ 　 裏 面 集 電 電 極
　 １ ３ 　 裏 面 電 極
　 １ ４ 　 イ ン タ ー コ ネ ク タ
　 ２ １ 　 結 晶 シ リ コ ン 基 板
　 ２ ２ 　 拡 散 層
　 ２ ３ 　 反 射 防 止 膜
　 ２ ４ 　 裏 面 電 界 層
　 ２ ５ 　 表 面 集 電 電 極
　 ２ ８ 　 ハ ン ダ 被 覆 処 理
　 Ｌ １ 　 ５ ． ０ ｍ ｍ 以 上
　 ４ １ 　 裏 面 電 極 出 口 拡 大 部 仕 様 太 陽 電 池 セ ル
　 ４ ２ 　 出 口 拡 大 部
　 １ ０ １ 　 従 来 型 太 陽 電 池 セ ル
　 １ ０ ２ 　 従 来 型 裏 面 集 電 電 極
　 １ ０ ３ 　 従 来 型 裏 面 電 極
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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